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2019年3月20日にJIS L 1926『繊維製品の光吸収発熱性評価方法』が制定されました。

保温性素材が販売されていますが、これまでは光吸収発熱を評価する統一した試験方法が規定されていませんでした。そのため、
今回、各社、各試験機関で採用している試験方法も取り入れ、統一した試験方法として新たに「繊維製品の光吸収発熱性評価方
法」が制定されることとなりました。
ゴルフ用、釣り用、冬季のトレッキング用などに着用するウェアに使用される生地への評価にご活用ください。



上記の内容についてご不明な点等ございましたら、こちらまでお問い合わせください。

東京機能性試験センター
（担当：太田・松浦）

従来通りボーケン法での光吸収保温性試験のご依頼も承っております。
JIS法とボーケン法の主な相違点は以下の通りです。


